
２月2日は、節分です。 節分のいわれは、現在は、立春の前日のことを節分と呼んでいますが、本来は季節の変わり目のことで、年４回(立

春・立夏・立秋・立冬)あります。 旧暦では立春が年の初めだったので、節分は大晦日でした。前年の邪気をすべてはらってしまうための行

事として豆まきを行いました。 「鬼は外！」「福は内！」と厄除けに豆をまき、鬼（災い・病気など人にとって良くない事）を追い払います。

炒り豆は、健康に過ごせるように年の数だけ食べます。 戸口に「焼嗅（やいかがし）」といって、柊にイワシの頭を刺したものを置き、 柊

のトゲとイワシの臭いで鬼の侵入を防ぎます。 又、節分に食べると縁起が良いとされ、日本全国に広まった恵方巻。 今年は「南南東」が恵

方（神様のいる方向）だそうです。

節分

※豆やナッツ類は、5歳になるまでは窒息の危険があります。


